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12
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
12
月
18
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

九書　長谷川裕美　二群の構成が良
く、余白が美しい。潤渇がきいて
穏やかな運筆も見事。風景を見る
がごとき雄大な作品となった。
	 （審査評　吉家　桂雪）

【かな半紙】

神奈　真藤　可穂　呼吸にのせた遅
速緩急のリズムが聞こえる。留意
されている潤渇は、墨をもっと濃
くされると一層強さを増して表れ
る。	 （審査評　西口　貴翠）

【漢字半紙】

墨香　五月女恵子　新年の幕明けを
飾るに相応しく、天馬が空を行く
が如く自由奔放で筆勢豊か。潤渇
肥痩も調和し熟達した会心作。
	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】

采
女

　熊
野

　素
心

　濃
淡
、
潤
渇
、
広
狭
の
変
化
あ
り
。
闊
達
な
運
筆
で
行
の
流
れ
を
出
し
、
余
白
が
い
き

て
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
作
。

（
審
査
評

　東
仲

　遙
邨
）

【かな条幅】
祥
瑞

　河
野

　愛
子

　疎
密
の
作
り
方
に
長
け
、
作
品
構
成
が
巧
み
。
気
脈
が
通
っ
た
行
の
自
然
な
動
き
が

美
し
く
、
少
し
濃
い
結
句
が
全
体
を
引
き
締
め
た
。	

	

（
審
査
評

　川
島

　史
子
）

【漢字条幅】
松

　角
田

　茅
水

　濃
墨
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
渇
筆
と
細
線
を
駆
使
し
た
強
さ
を
秘
め
た
軽
快
な
作

品
。
品
格
の
あ
る
落
款
も
見
逃
せ
な
い
。

（
審
査
評

　永
井

　香
樹
）
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今月の優秀作品漢 字 半 紙
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今月の優秀作品 漢 字 半 紙
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今月の優秀作品漢 字 半 紙
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今月の優秀作品 か な 半 紙
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今月の優秀作品か な 半 紙
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今月の優秀作品 か な 半 紙
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今月の優秀作品新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品 新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品 漢 字 条 幅

　
　九
書

　

  

長
谷
川
裕
美

　
　新
幸

　

  

関

　
　栄
泉

　
　泉
花

　

  

丸
山

　泉
花

　
　書
学

　

  

久
間
砂
登
美

　
　唐
扇

　

  

原
田

　清
美

　
　九
書

　

  

山
崎
美
須
子

　
　書
学

　

  

松
村

　邦
子

　
　杏
花

　

  

柳
澤
由
美
子

　
　姫
春

　

  

中
村

　楓
香

　
　豊
里

　

  
阪
野
な
つ
子

　
　書
学

　

  

小
形
久
美
子

　
　長
湫

　

  

三
浦

　邑
香

　
　新
潟

　

  

坂
井

　光
華

　
　書
学

　

  

松
田

　雅
美

　
　書
学

　

  

小
泉
し
の
ぶ

　
　書
学

　

  

加
藤

　詩
遥

　
　友
和

　

  

安
次
富

　都

　
　香
竹

　

  

三
宅

　有
里

　
　品
濃

　

  

藤
井

　美
帆

　
　青
井

　
  

藤
尾

　益
美

　
　若
葉

　

  

北
畠

　
　楓
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今月の優秀作品か な 条 幅

　
　木
月

　

  

荒

　
　恭
子

　
　欣
書

　

  

重
城

　佳
春

　
　若
竹

　

  

柴

　真
基
子

　
　竹

　

  

鈴
木

　竹
苑

　
　永
岳

　

  

石
井

　
　陽

　
　水
茎

　

  

布
川
裕
美
子

　
　永
岳

　

  

永
田

　千
夏

　
　新
書

　

  

本
間

　美
子

　
　祥
瑞

　

  

萩
原

　奈
々

　
　小
絹

　

  
小
畑

　知
子

　
　和
同

　

  

青
木

　千
絵

　
　兵
庫

　

  

谷
垣

　昌
代

　
　書
学

　

  

大
野
真
理
子

　
　書
学

　

  

佐
野

　和
代

　
　永
岳

　

  

二
木

　
　操

　
　淀
川

　

  

酒
井

　芳
月

　
　松
原

　

  

矢
野

　
　瞳

　
　書
学

　

  

加
藤

　詩
遥

　
　羊

　

  

渡
邉

　碧
海

　
　書
学

　
  

甕

　奈
美
子

　
　水
茎

　

  

山
本
美
紀
子
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今月の優秀作品 新 和 様 条 幅

　
　新
幸

　

  

関

　
　栄
泉

　
　加
茂

　

  

石
黒

　純
子

　
　仙
水

　

  

天
艸
久
美
子

　
　庄
和

　

  

菅
原
喜
美
子

　
　水
茎

　

  

半
田

　喜
子

　
　書
学

　

  

坂
井

　知
子

　
　紅
彣

　

  

磯
㟢
あ
ゆ
み

　
　市
書

　

  

森

　
　留
美

　
　加
古

　

  

松
井

　一
静

　
　志
水

　

  
大
倉

　秀
子

　
　小
絹

　

  

小
畑

　知
子

　
　小
諸

　

  

篠
原

　智
巨

　
　書
学

　

  

海
老
原
麗
子

　
　生
山

　

  

岸
田

　弘
水

　
　書
学

　

  

加
藤

　晴
美

　
　書
学

　

  

佐
野

　和
代

　
　書
学

　

  

海
老
名
恵
実
子

　
　東
西

　

  

村
澤

　澄
子

　
　悟
星

　

  

神
田

　富
繪

　
　調
布

　
  

加
藤

　志
保

　
　市
川

　

  

椎
名

　友
美
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今月の優秀作品実 用 書
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今月の優秀作品 細 字

佐野　  千葉　悦子

九書　  長谷川裕美

日報　  鳩岡　淳子

九書　  山崎美須子

ＲＵ　  K・ビクトリア

書学　  棚田　恵子

書学　  川窪　雪子

書学　  福井　英登

藍　  園山　桜雪
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今月の優秀作品篆 刻 ・ 一 字 書審査評

随
意	

（
こ
）

審
査
評
￨
松
岡

　雪
華

詩
情
や
筆
遣
ひ
の
極
意
を
知
る
平
が
な
表
現

規
定	

（
劇
）

審
査
評
￨
松
岡

　雪
華

書
美
の
真
髄
を
求
め
る
漢
字
の
一
字
書

審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

規
定	

「
水
鏡
淸
」

随
意
「
十
太
」

平
泉

　千
葉

　方
彩

　「こ
」
の
字
源
で
あ
る

「
己
」
を
深
い
線
と
軽
妙
な
線
で
表
現
。
内

含
の
筆
遣
い
で
滋
味
溢
れ
る
作
品
と
な
っ
た
。

横
浜

　高
山

　華
月

　「己
」
の
行
意
を
残
し

な
が
ら
「
こ
」
を
巧
み
に
表
し
た
。
筆
先
を

ね
じ
り
込
む
よ
う
な
力
強
い
線
質
が
見
事
。

神
奈

　坂
下

　蓉
水

　淡
墨
に
よ
る
素
直
で

清
々
し
い
作
品
。
穏
や
か
な
運
筆
の
中
に
適

度
な
骨
力
が
漲
る
。
押
印
の
位
置
に
一
考
を
。

洗
心

　久
保

　治
舟

　堂
々
と
し
た
筆
力
で
、

紙
面
を
大
き
く
使
い
躍
動
感
あ
る
作
品
と

な
っ
た
。
押
印
に
よ
り
作
品
が
さ
ら
に
安
定

し
た
。

采
女

　熊
野

　素
心

　伸
び
や
か
な
曲
線
が
紙

面
に
広
が
り
、
骨
力
あ
る
下
部
の
書
線
が
全

体
を
引
き
締
め
た
。
小
さ
く
ま
と
め
た
旁
の

練
れ
た
線
が
味
わ
い
深
い
。

神
子

　吉
田

　紅
夢

　「劇
」
を
明
快
に
表
現
。

潤
筆
で
沈
着
し
た
偏
と
旁
（
刂
）
の
内
側
に

向
け
た
縦
画
に
よ
り
、
躍
動
感
の
あ
る
作
品

と
な
っ
た
。

広
島

　好
田

　萩
水

　淡
墨
に
よ
る
滲
み
が
ふ

く
よ
か
で
風
情
の
あ
る
書
線
と
な
り
、
骨
力

あ
る
最
終
画
が
紙
面
を
吹
き
抜
け
る
よ
う
な

爽
快
感
を
与
え
て
い
る
。

水
茎

　青
戸
佑
き
こ

　流
暢
な
運
筆
で
行
書
の

味
わ
い
を
豊
か
に
表
現
し
た
。
墨
色
も
良

く
、
筆
圧
の
変
化
に
よ
る
縦
画
が
横
へ
の
広

が
り
と
見
事
に
調
和
し
て
い
る
。

春
日 

曽
我

　卓
史

命
名
印
と
の
款
有
り
。刀
が
切
れ
、

線
も
鋭
い
。朱
白
相
間
印
と
し
た

こ
と
は
章
法
と
し
て
も
効
果
的

で
あ
る
が
、祝
意
も
感
じ
ら
れ
て

良
い
。

書
学 

金
丸

　洋
輔

呉
讓
之
を
取
材
し
て
、
明
る
く

清
々
し
い
雅
趣
あ
る
作
。

水
茎 

川
原

　重
信

勢
い
の
あ
る
運
刀
で
味
わ
い
深

い
線
が
出
て
い
る
。
起
収
が
燕

尾
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
、

撃
辺
等
に
よ
り
古
色
も
出
し
た

い
。

水
茎 

青
戸
佑
き
こ

小
篆
で
は
あ
る
が
太
い
外
郭
で

古
鉥
の
風
が
あ
る
。
文
字
を
も

う
少
し
小
さ
く
し
て
、
余
白
を

生
か
し
た
い
。


